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タイ国では西洋医学とは別に,タイ国古来の医学があり,数百年の歴史を有し,インドに発

祥するアユルベーダ (Ayurveda)医学に起原を発 し,その影響を大きく受けているといわれて

いる｡この古医学の治療のほとんどは生薬を用いるものであり,われわれが,漢方医学で使用

する生薬を ｢漢薬｣と呼ぶように,これに使う生薬を ｢タイ古医薬｣あるいは ｢タイ薬｣と呼

んでいる｡

現在,タイ古医学の協会本部はバンコクの名刺ワット･ポー WatP血o(菩提樹寺)にあっ

て, ここに古医学の教習所 (‖NativeDoctorSchoolHと呼ばれ, バンコクにはもう一つの教

習所がワット･サムビヤ WatSamphyaにも設けられている) が設置されている｡ この教習

所で古医学を修めた医学生は,国家試験を受けて "NativeDoctorHの免許が与えられ,診療

の資格を得て,近代西洋医学を修めた医師とは別に古医学による治療に携わっている0 (中国

人あるいは中 国系タイ人がいわゆる中国医学による治療を行なうため,開業の資格を得る方便

として古医師の資格を得る者も多い｡) しかし,西洋医学による治療は都会地に限られ,地方

農村ではこれらの有資格の HNativeDoctor"の分布さえも少な く, ほとんどは古来父祖代々

伝承的に医業を営む者が,その地方に産する薬草を主とする天然物を用いて大衆に医療を施 し,

またこれらの薬草ないし生薬の採薬業をも兼ねていることが多い｡彼 らのほとんどは古医学教

習所の教育を受けたものでもな く,ただ伝承と経験とによる治療,施薬をする無資格医である

が,タイ国ではこれらの人達をも等 しく"NativeDoctor"あるいは HHarbDoctor"と呼び,

農村地区では大切な医療機関としての位置を占 めている｡

*本研究調査は昭和46年度文部省科学研究費補助金 (海外学術調査)の交付を受けて実施した ｢京都大学
タイ国に於ける薬用植物ならびに生薬の学術調査｣の一部である0

**京都大学薬学部生薬学教室
***DepartmentofMedicalSciences,MinistryofPublicliealth,Bangkok,Thailand (当時京都大学

薬学部生薬学教室修士課程学生)
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われわれの今回の学術調査は,主として前述 したタイ古医学に使用する生薬,すなわち ｢タ

イ古医薬｣の調査研究を中心とするものであったが,一方タイ国では最も充実 した薬用植物の

資料と考えられる "PramuanSapphakhumYaThai(タイ国薬物効能集成)"(文献2)は, タ

イ各地に住むいわゆる "NativeDoctor"が実際に使用する薬用植物を調査集録 したものであ

るというので,今回の調査に関連 して,地方の無資格の HNativeDoctorH達がその治療,施

薬に使用する薬物に興味をもち,何かの機会に "NativeDoctor"の実態の一端でも知り得た

いものと希望をもっていた｡ しかしこれらの "NativeD｡ctor"達はどこにおいても多 くの場

令,それぞれの地方地方に地盤をもち, しかも個人個人の伝承,経験を基盤とする治療であり

施薬であるから容易に他人に語りたがらない｡むしろ閉鎖的な傾向さえあるもので,その実態

調査はその地方に定着 して,その地方の人達の間にとけこみ,同化しない限り大変困難なこと

が多い｡今回の調査のように短期間に,しかもいろいろの地方の調査を目標とするときにはな

おさら困難であることが予想された｡

たまたま今回の調査にあたり,タイ国立医薬研究所はその好意で,われわれ調査隊の案内役

としてロップブリ Lop-buri(バンコクの北方約 150キロ,チェンマイに通ずる国造に沿った

小都会)の近郊に住む老民間医 Tong-ekWanweesset氏を同行させてくれたo

Tong-ek氏は当年とって75歳 (自称)の老医,現在はいちおう引退してほとんど医療には

携わっていないが,若い時からタイ国内の山野を渉猟して,自らの投薬する薬草を採集し,ま

た生薬の採集販売もして来たという,薬物に対しては豊富な知識と経験をもつ老人である｡彼

もまた医薬に対する専門的な教育を受けたことはな く,幼時から父祖代々の伝承と自らの経験

にもとづき, 自信 をもって医療に従事 して来た老人で, 正確に言えば無資格医ではあるが,

"NativeDoctor"と呼ばれ民衆からは尊敬されている｡

写真 1 民間医 Tong-ek氏とその診療所兼居宅 (Lop-1Juril
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Tong-ek氏は, 痩身しかも老齢であるにかかわらず, 若い時から熱帯の山野を歩きまわっ

ただけあって極めて壮健で,われわれの調査期間中終始隊員と行動を共にして くれて,ときに

は "薬草を食べ,飲んでおればこのように元気である"などと誇 らしげに語って くれるなど,

素朴で温和な人柄で,われわれには特に好意的,しかも開放的で調査途上,種々の有益な興味

あることを聞 くことができた｡Tong-ek氏の医療のことについてはいざ知らず,植物採集 (莱

草採集)を愛好 し,薬用植物や生薬に対する経験から来た彼のもつ知識は極めて豊富なもので,

このような人が次第に減りつつあるタイ国では,Tong-ek氏は責重な存在であるといえよう｡

われわれ隊員もTong-ek氏が同行 して くれたことをひとしく感謝している｡

このようにして,われわれは, 出発前に淡い期待を抱いていた民間の "NativeDoctor"の

一人とはからずも親しくなることが出来たので, この機会に HNativeDoctor"そのものの実

態の一端でも知りたいものと考え,調査の最終に予定 していたコースの一部を割愛変更して,

Tong-ek氏の住むロップブリを中心にプラブ ックバット Phlaphutthabutなどの地方に重点

を置いて採集,調査を試みた｡この変更にはさらにもう一 つ,この地方がタイ国の石灰岩低丘

陵地帯でもあるという理由もあった｡

以下は Tong-ek氏を訪問した際に著者の一人LEI端が, Daroonの通訳により一問-答を試

みこれを要約記録したもので,"NativeDoctor"の実態の一端を知り得るものと思う｡

1)Tong-ek氏の医薬背景

Tong-ek氏は5歳の時, 民間医である父の薬用植物採集に随伴して以来70年の問タイ薬を

研究してきたが,医薬については父と祖父から習ったのみで学校教育は受けていない｡しかし

本人は, ｢タイには患者を治療できる民間医は大勢いても自分ほどに生薬の知識を持っている

者はいない｣と自負している｡民間医の用いる医薬に関する記録や書物のようなものは全 く伝

わっておらず,薬物の処方も地方によって相違するという｡また Tong-ek氏の伝承する医術

写真2 Tong-ek氏宅の土間に並べられた民間薬 (われわれのために集めてくれ
た近在の民間薬である)
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は,インド古医学や漢方医学の影響を受けていると思うかという問に対して,そのような影響

は全 くなく,彼独自のものであると答えている｡ したがって Tong-ek氏の用いる医薬は,主

として父祖から伝承したものに自己の経験を付加したものから成ると思われる｡

2)診 察 法

患者の診察の重点は視診と触診に置かれている｡触診の主目的は,各所の皮膚に触れること

によって身体のどの部分から熟が来るかを感じ取ることにある｡脈診,聴診,打診などは行な

わないが,患者の顔を見て,身体に触れ,容態を聞けば長年の経験からいかなる病気であるか

を判断できるという｡したがって診察用具というものは何もない｡このように診断法は簡単で,

多分に経験と勘に依存しているが,皮膚の状態と体熱を重視しているのが特徴である｡ちなみ

にこの地方では皮膚病,水癌癒,および熱病が多く,マラリアも政府による蚊の撲滅運動にも

かかわらず,まだ見られるという｡

3)投 薬 法

診察を終えた患者には,まず適当と思われる一つの生薬を与え,その後の容態の変化を観察

する｡これは患者がもっている病気の種類を明らかにする上で役立つという｡この最初に与え

る薬は弱い下剤であることが多く,これによって体中の "藩いもの"を排除する｡そしてその

級,患者の熟が下がるかどうか,あるいは回復を示すかどうかを見て,もし快方に向かわなか

った場合には,患者の容態に応 じて別の生薬を与える｡このように Tong-ek氏は,病気の一

般的治療法として下剤による体内毒の排除を第一目標とし,それに対する患者の反応に基づい

て次の方針を決めていることは興味深い｡同氏は治療に漢方薬も新薬も使用することはなく,

彼の知っているタイ薬だけで,慢性病を含むいかなる種類の病気でも直す自信があり,たとえ

"痔"や "がん"であっても可能であるという｡

治療に用いる薬用植物あるいは生薬は,ほとんどすべて浸出液,煎汁または搾汁とし,粉末

として使うことはない｡それゆえ調剤に必要な器具は,生薬を切るナイフと溶液の煮沸に用い

るポットだけである｡処方は通常二種類以上の生薬から成り,-種類を単独で用いることは稀

である｡後者の場合でも,実際には,その植物の抽出液を蜂蜜やレモンジュースと混ぜて与え

ることが多い｡ たとえば, 蛇による喫傷には Phya-ya(ミカン科 LimoniaaCid2'S∫ima)をレ

モンジュースと混ぜて傷口に塗るような調剤法である｡ Tong-ek氏は,自己の経験上,一つ

の病気の治療にはせいぜい二,三種類の植物を配合するにとどめ,バンコクの薬局などのよう

に多種類の生薬を混ぜた複雑な処方を用いることはないという｡一例をあげれば,小児用の下

剤として Cha-em-thai(マメ科 A肋'zzZlamyr3'0AhvZZa～)-種類を水ですりっぷしその汁を飲

ませている｡

上述のように, Tong-ek氏の薬物の使用法は端的で素朴であるといえようが,本人はこの

独自な方法を信頼 し,むしろ誇りにしているふうに見受けられた｡なお,植物を乾燥して生薬
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写真3 民間医 Tong-ek氏の住む Lop-buri

郊外

写真 4 Tong-ek 氏の手近な採薬場所である
Lop-buri近郊寺院の林叢

として用いるほかに,新鮮なまま使用することが多いのは,年間を通 じて自生植物を得やすい

熱帯環境を反映しているように思われる｡

4)採 薬

Tong-ek氏によれば,薬用となる植物の種類は非常に多 く, タイ全土で約 7000種類あると

いう｡また同氏の居住するロップブリ近辺だけでもおおよそ1000種類の植物が自生 し,そのほ

とんど全部が薬用になりうるが,実際に使うものはその半数の500種類 くらいであるとのこと

である｡これらの数字はもちろん不正確で多分に誇張があると思われるが,予想外に多種類の

植物が薬物視されていることは事実である｡

医療に用いる植物材料は,すべて自生植物の採集によって自給され,そのため Tong-ek氏

は,ロップブリ周辺以外にタイの半島部を除いた各地を旅行して採薬 している｡特にビルマ国

境に近いカンペンペットの郊外で採集することが多く,これらを各地の生薬店や民間医に販売

している｡タイの民間医が使う生薬はすべてタイ産のもので,外国からの輸入品はないという｡

それゆえビ ルマの植物を入手 したい時には,タイービルマ国境の山地に出かけて採集するそう

である｡また Tong-ek氏は,薬用植物は年中いつ採集しても薬効には変わりな く,植物の年

齢による違いはほとんどないと考えている｡従来民間医は,天然薬物を自給する立前にあった

のであろうが, Tong-ek氏の指摘するように,植物知識の乏しい医者が多 くなった現今,植

物に詳しい採集業者に依存するという一種の医薬分業が起こりつつあるように思われる.

5)治 療 薬 例

最後に,Tong-ek氏が実際にどのような薬物を用いているかをうかがう一一資料として,二,

三の重要な病気に対する具体例を記すことにする｡

(1)マ ラ リ ア

マラリア患者の治療には, Ta-krai-nam (アカネ科 CePhaZanthu∫maucZeoides)や, Ta-

krai-hang-nark(ムラサキ科 RAabd2'alyc2'oz'de∫),あるいは竹 (イネ科Bamubu∫asP.)の節を
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写真5 採集品について Tong-ek 氏に薬効その他を聴取して記録する Daroon

(左)とその標品を整理する隊員 (右)

使う.また Hua-khao-yen(ユ リ科SmiZaxsP.)も使われることがある. 意外なことは, 有

名な抗マラリア特効薬 であるキナを決して使わないことである｡ その理由について同氏は,

｢キナは頭の熟に対 してのみ使われるべきもので,患者がキナを取り過ぎるといらいらして,

気が短 くなるO-方竹の節は頑熟を下げるだけでな く,全身の高熱を下げるからマラリアに適

している｣と説明している｡

(2)高 血 圧

高血圧には, Sa-lad-dai(トウダイグサ科 EuPAorb2'atrigona)の心材を用いるOそのほか

Pluek-ma-room (ワサビノキ科 MonlngaoZeiferaの樹皮)も使われる.これと開運して,｢心

臓を患っている人も以前は診たことがあるが,近頃は心臓病患者は近代的な病院のほうへ行 く

ようだ｣と同氏は付け加えた｡

(3)が ん

"がん"の治療薬としては次の薬物が挙げられた｡Khan-thong(トウダイグサ科 GeZom'um

muZtzPonlm),Pradong-sai(バラ科 Parinan'umsA.),Pradong-nok-krod(バ ラ科Pan 'nan.elm

sP.),Ma i-sak(マメ科 ErythroPhZeumsP･),Lam-pong(ナス科 DaturameteZ)･

上記の植物はインド,マレーでは使われず,タイの書物にも薬効の記載が見当たらないこと

から,独白な使い方をされているものと推察される｡また Tong-ek氏の言う "がん"とは,

どういう種類のものを指しているのかを尋ねると,｢上述の植物はいずれも"肺がん"に使うも

ので,り肺がん"は肺結核と同じ病気である｣ という要領を得ない答が返って来た｡ さらに,

いわゆる =がんMとはどのような性質のものを意味するのかという質問 に対 しては,｢とにか
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く,身体の中 にできるものであるからよくわからない｣と正直に答えた｡なお,最後に挙げた

Lam-pongは,この地方に自生するDaturameteZのことであるが,Tong-ek氏は,その果実

を "胃がん"に用い,また種子の抽出物から作った軟膏を "外部のがん"の上に塗布するとい

う｡

(4)強 壮 薬

強壮 ･強精薬として,Tong-ek氏には秘伝の "Ya-ayuwatana"(不老長寿薬の意)がある｡

これはある種の植物のジュースに蜂蜜を加えて製造した泥濁色の粘桐液であり,分量を多くし

て与えると糖尿病にも顕著な効があるという｡彼 自身もこの液を連日服用するので,75歳の今

日も元気でいられると自慢していた｡

写真 6 A:BaZanoPhorasp.

B:OroxIJZumindz'cumvent.

C.･AmorphoPhaZZu∫campanuZatu∫Blume

D:Bambu∫aLTP.(Spine)

いずれもLop-buri近郊の自生品
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写真 T "Si-siat"-PentacebLErmanicaKurzの樹皮 (左)とTong-ek氏が自製し

たこの樹皮の水性エキス (シャム阿仙薬)(右)

なお以下の植物目録は Tong-ek氏がわれわれのために Lop-buri近郊で採集して くれた薬

用植物 (一部同氏の備蓄生薬を含む), ならびに同氏の案内でわれわれが採集したものを, 徳

の説 く薬効をそえて記したものであるO したがって主として Lop-buri近郊の一地方に限られ

たものであり,またその一部であるが,同氏の説 く薬効は彼の診断法,投薬法に関連 して興味

のあるものであり,タイ国の民間医ならびに民間薬を示す資料になり得るものと考える｡

〔1〕薬用植物の配列順序は Engler方式の植物分類順によった｡

〔2〕*印は従来のタイ薬物文献 (木島正夫 ;タイ国生薬の考察 (Ⅰ)〔東南アジア研究 6(2)

407-416(1968)参照〕には見 られない薬用植物である｡引用 した主要な薬物文献は次のもの

である｡

1)MohSa-ngiam Phong-bun-rot:

"Mai-thetMuangThai(SapphakhunKhongTaThetlaeYaThai)"

(HMedicinalPlantsinThailandH)

Kasaem,Bannakit,Bangkok.1959.

2)Phol‡'haeトthanesuara(ed.):

"PramuanSapphakhunYaThaiH("MedicinalUsesofThaiDrugs")

PartI. (lst.ed.)1964,(2nd.ed.)1971.

PartII. 1967.

PartIII.1969.

SamakhonRongrianPhaetPhaenBoran(TheAssociationoftheSchool

ofOld-styleMedicine,Bangkok.)

3)TechnologicalResearchInstitute(ed.):

HAnInitialListofThaiMedicinalPlantsH

AppliedScienti丘cReaearchCorporationofThailand,Bangkok.1966.

(PreparedfromthelistsobtainedfromTheOld-styleDoctor'sAssociation
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orThailandandTheOld-StylePharmaceuticalMedicineofThailand)

〔3〕用部,薬効に ( )を付したものは従来のタイ薬物文献に記載されているものである｡

〔4〕各項に- を入れたものは正確な記録のできなかったものである｡

〔5〕末尾に記した13種の Originalplants,unknownとしたものは未だ植物の ｢種｣の固定

し得ないものである｡

〔6〕用部に示した略字解は次に示す｡

ba‥….bark re‥‥‥resln

ext‥‥‥extract rh‥….rhizome

fl..‥.....Bower ro‥.…root

fr......fruit sc......seed

lf….‥leaf

Thailocalname

Krang

Cha-paeng

Pho

Ka-tok-rok

Pak-wan-pa

phak-bia.-yal

拡od-kao一mu
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sm
‥‥‥stem

stm.‥日.stamen

tu ‥‥‥tuber

w ‥….wood

wp--.wholeplant

ListofplantsasfolkmedicineinLop-buri,Thailand

Plantname

MORACEAE El251

1

F.bengaZensisLinn. ;

Fl'cu∫gibbo∫aBlume r.,w iantipy,etics;diu,etics

Fz'cu∫rehio'io∫aLinn.

1SlTa!?cEncd?n?ER.xb. E~281

OPILIACEAE 冗-30

Melientha∫uam'∫Pierre

BALANOPHORACEAE E-35

*BaZanophorasP.

NYCTAGINACEAE

BE)erhaam'adzUu∫aLinn.

(-B.rePcn∫L.)

*Pz'∫oniaaluZeatai.inn.

E-41

Sm,rO

(ro)

Sm.rO

fr

(forwounds)

antipyretics;diuretics

(forfevers;tonicsl

(antipoison(strychinine)and

externa】usesforwounds.)

antltOXIClty

(forlevers;abnormalityofbladder)

forfevers

cathartics
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Thailocalname Plantname

3PORTULACACEAE
r

Sarapis･ngu･ngodl*PortuZa,aPiZo∫aIJinn･

Phak-khom-na叫 Amaranzhu∫splno∫u∫Linn.

Sa-1ao

I-men

Mi一men

Bora-ped-pung

-chang

Bai

Phlu

Di-pli

Cha-phlu

Sara-phi

ANNONACEAE

*De∫mo∫ch'nen∫i∫I,our.

(Annonaceae)

LAURACEAE

*Lizseapo/yanthaJuss.

Lit∫ea∫ebtferaBlume

(=-ZJ.tetrantheraMirb.)

【

E-49

E-56

MENISPERMACEAE E･78

StephaniarotundaLour.

(-S.〆erreiDielcs)

(Menispermaceae)

PIPERACEAE

f妙erbetZeLinn.

Pz'berchabaIlunter

物 er∫armento∫umRoxb.

GUTTIFERAE E-102

0C/lrOCarPu∫∫iamen∫i∫T.Anders.

CAPPARACEAE

*CaPPari∫jTa7-′ilan∫Kurz

*CaAt,ari∫∫ePian'aIJinn.

CafPari∫sp.

NiehuhriasiamensisKurz

MORINGACEAE

pleuk-ma-room lMoringaoZezferaLam･

E-lob

ro,lf anti-snake-poISOn

l

ro jdecreasingheat;forwormsinchildren1

wp :forfevers

sm,r｡ 1i.rfev｡rs

wp .diuretics

(formusclepain)

(fordysenteryanditching)

(lf) ;(forabscess)

(se) r(forabscess)

(re) .仔orwounds)

∫11

i fr,sm

llwllr,ヽl･

(ba,ro,lf)

JulCeOffreshleavesas

stomach]'cs

tonics(Stomachics,carminatives,
antidiarrheics.)

(formakingcarminativepoison;

stomachicsl

fragrantremedy

(cardiotonics,neurotonics)

forfevers

forfcvers

(decoctionformalaria,abnormalbile)

forhighbloodpressure(carminatives)

(01'1--antHn月ammatoryagents)
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partused i Medicina竺 三
t

Thailocalname Plantname

ROSACEAE F.-127

Parinariumsp.㌢ra-dong-sa主

Pra-dong-nok
･krod

Si-siat

Kra･tin･wimarn

Ma-klam-ton

Cha･em･thai

Parinariumsp.

I.EGUM INOSAE

Acact'acatechuWiュld.

Acac3'atomenlo∫aWilld.

AdenanthcramicrosPermaTeysm.

etBinn.

AZbizziamyriop々 γZZaBenth.

l

Som･siao

Piang-pa-ko

Bauhim'aacuminataLinn. : sm

B.vanegataLinn.

lBauhiniahorsぞGeZdiiMc･Bride･

二 ∴ 二 :_-II'_I_:t∴:=::I-:~: TT~:-

Thong･kruer

Sa･mae･sarn

Kトlek-b礼b

Pak･kled

Buzea∫uPerbaRoxb.

Cas∫7'agarrettianaCraib

CassiasiamcaLam.

Ca∫∫ia∫oPheraLinn.

chum,bet-thai ∃ca∫∫iato,aLinn.

Ang-°han-khao

248

≡

I

】

(ba)

forcancer

(antidiarrheics)

forfevers,･diuretics

(rubbedwithCa(OH)2aSeardrops
forabscessesandwithother

remedy forfeversandskin

diseases)

antlpyretics

(rubbedwithwaterforcovering

thetemp一eincaseofheadachel

catharticsforchildren(tonics;

Stomachics,･forcough)

(weakcathartics;expectorants)

antlpyretics;diuretics

(diuretics;expectorants;

antidiarrheics;forchronicwoundsl

infusionforfevers

sm 1antipyretics;diuretics

antlpyretics;diuretics

(weakcathaltics;expectorants)

sm lLforfevers

(ba) (forhaemorrhoids)

(W) (forgonorrhoea;Cathartics)

(,., I(st霊 caacsheiSc'S,

CZiloriamacroZ)々γZZaWall.

C.ternateaLinn.t

(se) (roasted･infusionforcontrollingl

(sm,ro) 弓(antipyretics,diuretics)

wp if.,feve,S;d.･u,etics

(poultice,:forrabiespoison)

forfevers,･diuretics

(Stomachics)
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■

Thaii.calnameF plantname

Thao-wan
~prlang

I-niew

Mai･sak

Khram

Ma-khan-thet

Phva･te-kraua

Sok

Sok･nam

Tua･pl

Rod-daeng

Tong･tag

Sa-1ad･dai

;De,,is∫CandensBenth.

partused i Medicinaluses
r

sm 1 infusionforlevers

De∫modiumgangedcumDC.

Eり′throphZeumsip.

E.succirubrumGagncp.

E.leJ′∫manniiKurg

var.puberuZumCraib

hdtiofera∫tFUurzico∫aMill.

h秘 所crasp.

PitheceZlobiumdukeBenth. 〟

*PterolobiummicranthumGagnep.

SaracabiT'ugaPrain

S.pierrcanaCraib

Urariasp.

VtlgnaluteolaBenth.

(W1

Wp

(expectorants,diuretics,

antidiarrheics,catharticsl

diuretics

(diuretics,andanthelmintics,

Onlyforchildren)

forcancer

diuretics

Sm,rO

】 sm,ro F

(ro)

EUPHORBIACEAE E･142!

Aporo∫aviZZo∫aBaill.

BaZiospermumaxiZZareB】ume

Euphorbiazrigonaflaw.

Khan-thong
-phya-bart

GeZoniummuZtZjtorumA.Juss.

(-物 orrateacambodiana

Pierre)

sa･bu-daeng iJal,oPhagoJJIPFfoh･aLinn.

Ma-kham･pom

Rang-pl a･khao

Ma･kham-kai

月匂′ZZanthu∫cmbZicaLinn.
1】

(-Embh'caoPcz'nab,'sGaertn.1

*月匂′ZZan/hasa/aucu∫Baill.

PutranJIVarOXburgh'iWall.

diuretics

antipyretics;diuretics

(diuretics)

faintremedy;forfevers

(carminativcs,･forexpelling

menstruationl

weakcathartics;forfevers

(cathartics:forasthma)

forhigh bloodpressure

(tonicsforlungandliver;

expectorants;anti･bolod･poison)

forcancer;dermatologleagents

(forrevers,･dermatologicagents;

antineoplastic,antipyretics)

infusion-diuretics

(oil--strongcathartics)

(juice-diuretics,antidiarrheicsl

(infusion-forreversandcough)

anthelminticsfらrchildren

(exceptfruits)antipyretics
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Thailocalname

I.a-hung-daeng

La-hung-khao

Ma-nao-pI

Khuey･tai

Phya-ya

Prong-far

Khon-tha

Ta･stir

Lian

Pluak-khi-ai

Tarn-sien

Ma･duk

Pung･dor

Phu･tsa

tla

一

Ssi

502

Plantname

Rz'cinuscolnmum'sI,inn.

〟 〟 〟

(Euphorbiaceae)

Partused

Sm

fr

(ro)

sm,fr

RUTACEAE E-144

AtaZantz'amonop々 γZlaDC.

G/yco∫mi∫cochz'nchinen∫i∫Pierre

(-G.pentap匂′ZZaHook･f.)

L2-moniaacidz'S∫imaLinn.

SIMAROUBACEAE E-146;

Ha-'∫oniap"?.I"alaMerr･ i
l

【
MELIACEAE El14911

*Amoorasp.

Meh'aazedarachI_Jinn.

jW.too∫endanSieb.etZucc.

W'azsurarobustaRoxt).

SAPINDACEAE E-160

FiZiciumdeczj)ien∫Thw.

CELASTRACEAE E･172

Szbhonodoncela∫tn'neu∫Gri虻

iSALVADORACEAE E_176i

Azima∫arme71tO∫aBenth.

ZlTy3hT s;.CEAE E-180i

TILIACEAE E_185t

PenzaceburmanicaKurz

SmSm

Sm.rO

(ro)

SmJrO

(ba)

(lf)

ba,ext

Medicinaluses

antipyretics

foritch

(antipyretics;diuretics)

forfevers

antlpyretics

diuretics

(antitoxicagents;dermatologic

agents)

forfevers

foranti-snake-bite(cathartics;

antipyretics)

forrevers

(anti-inflammatoryagentsforeyes)

iantidiarrheics
l

dermatologicagents

(dermatologicagents;

antileprousagentsl

astringent(antidiarrheics)

anthelminticsforchildren

forfevers

antlpyretics;diuretics

dermatologlCagents

iantip_yretics;diuretics

lll

(antidiarrlleics)

ll

lantidiarrheics;forchewing
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Thailocalname∃ Plantname lEPartused

■
MALVACEAE E-186†

Krob-Challra
-Warn

Fai

Chan･pha･ma

Kraeuy･pa

Tam･loung

Buap-khom

Khi･ka-khao

/1butZ:/ongra乞･eOIcn∫W.etA.

Go∫sJQiumA,a∫ilicn∫eMacfad. i

∫STERCULIACEAE

十 7/･7'′tt･""'(ti'tZ'TE't-｡rM一.n… 1

1,FLACOURTIACEAE E.1951

Ca∫earz-agrewizfoZiaVent.Choix.

Medicinaluses

r

l

wp antipyretiぐS;diuretics

wp T antipyretics;diuretics

wo,ba (cardiotonics;tonics)

lf forhaemorrhoid(dermato】ogicagents)

】cU竺 Rm TACEAE E･215!
iCocClmaindicaW.etA. I

LugaI:yh'ndricaRoem.

Tricho∫anthe∫cordataRoxb.

LYTHRACEAE E･216J
Lagerszroemias2･

San･pra･nang-ae.CaraZliabrL7CAiafaMerr･

r(-C.integrrimaDC.)

Sakae-nom

Ihlen

Ma-kham･kri

Mai･prll

COMBRETACEAE E-221

CombrezumguadranguZacKuntz.

TerminaZiagZauct.fohlaCraib

TerminaZiaobZtguaCraib

ALANGIACEAE E･233
*Alangzum∫aZvifoh'umWang.

subsp.hcxaAentaZumWang･

lSAPOTACEAE El252

La･mut･farang ≦*Achra∫∫apotaLinn･

Phik-khun Mz'm∫op∫eZengiLinn.

ba

Sm

antipyretics;diuretics

(antipyretics)

(anti-inflammatoryagents)

forfevers

forhaemorrhoids

(forwoundstostopthe月owofblood)

forfevers

(anthelmintics)

antipyretics;diuretics

化a) (antipyretics)

sm,r. , f, Ianthelminticsf.,child,en

forrevers

forfevers

(antidiarrheics)

antlpyretics;diuretics

F

(formakingsnuff)

(infusion･anti･in凸ammatory

agentsformouth1

251
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Thailocalnamei Plantname 7Partused lE Medicinaluses

lTa-ko･pa-nom ≒DiosZyro∫ca∫taneaFletcherll

lDio砂 ,o∫monta;a-妄読 ~~

∴ ∴ -_ I: : ∵ ∵ .I I

phaya-rak･dam 1Diosty,o∫va,iegalaKurz

Ma･1i-wan

Sa･laeng-chai

Phaya･mu-le女

Ma-diy-din

Nam･prom

. sm .forfevers

i ro 十 ntivo-itingagents
(frl (anthelmintics)

.･ sm,ro 賢anthelmintics

∃ sm,ro !diuredcs,anthelminticsforchildren

sm ,forfevers

(W) (diuretics)

JOatmEleucmE:e?va∫umL｡u,.E~2571

(-).b7,foliumI,our.)

llJOGANIACEAE E-258
i Szrychno∫nux･7,0micaIJinn.

ll

Prik･pa-1ek

Mok-1uang

Thao-yod-daeng

及ak-khao

･0--ta--ria i

lTaloom･puk
･daeng

252

(fl) h f.rmakingthegoodsmellremedy

(se)

(W,rolStrych710∫rOboran∫A.W.Hil1 5

APOCYNACEAE i,二占61妄j
Agano∫mamarzgina/aG.Don

ll

Cari∫∫acoChincAinen∫i∫Pierre

HoZarrhenaanlz･dy∫enlericaWall･15

1

･Zchnoca,Pu∫f,ute∫cen∫R.B,. 1

Jchnocar.少u∫sP.

ASCLEPIADACEAE E･263

CaZotropl'∫gなanteaR.Br.etAit.

Hoyapara∫iticaWall.

(cardiotonics;neurotonics;

sex･hormoneformen)

(antipyretics)

(tonicsafterrecoveryfrom sickness)

[芸 ltice'

ll

】
1antlpyretics;diuretics

(tonics)

妻(forfeversl

(fordysentery;Stomachics)

(astringent)

antlpyretics;diuretics

(re) (anthelmintics)

forhaemorrhoids

diuretics

EeyhBa;aAn慧 sAmEaucleot･de∫I,Ec-.264㌦ m lanti.ma.a,iaagents

.･ (W,rol iantipyretics;tonics;diuretics

､
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孟 ai.icaTlnMaニ I plantname

Era-chao-pl
･mod

U･lok

qydnoP々 γtumformicarrumJacq.

HymenodictyoncxceZsumWall. . sm,ro

:三 二 二 二二 ∴二二lIxorasP.(redAower)

l

Ka･pang･hom

Ta･loom･puk
･khao

Man

Ta-krai･hang
･nark

Phya･rak･diew

Nom･swan

Song･maiw

Sa.khe-wan

Kha i･n o

Kon･din･sor･pa

Rii･sipra･som
-laew

Ka-phrao

Pacda,･iafoctl.daI.inn.

ll

1

Medicinaluses

antipyretics,diuretics

(anthelminitics;cardiotonics;

neurotonics)

antlpyretics;diuretics

(forfevers)

forcooling

(-2.∫canden∫(lour.)Merr.) (sm)

㌔ (lf)

】

forrevers

anthelminticsfわrchildren

(carminatives,･antipyretics)

(poulticeforpyorrhoea)

reye･dropfらrsoreeyes)

Randiauノなino∫a Poir. antipyretics,diuretics

(fr,ro) ,(antidiarrheics)

BORAGINACEAE E･269弓
Cordiadz'cAolomaForst.f. F srn ミforrevers

(-C.obZiguaWilュd.)

Rhabdiaかcioide∫Mart.

VERBENAGEAE E･271r

clerodendronindicumO･Kuntで･皇

I

F

+CIcrodendronPanicuZatumLinn.

var.diverszfoh'umC.B.Clarke
【

GmeZinaa71boreaRoxb. Sm

りrl

.:_‥こ.≡::_,_,: :,,∴ :.._こ,_:_.-,," ∴

】

Vz'zexgZabrazaR.Br.

VizexznfoZiaLinn.

LABIATAE

*CoZeusbZumeiBenth.

Ocimum∫anctumLinn.

ba

(ba,ro)

edible

(forcough)

anti･malariaagents

(diuretics)

forsnake･bites

(antipyretics)

antlpyretics;diuretics

antlpyretics;diuretics

(juiceforcuringwounds)

(Stomachics)

anthelmintics;forfeversinchildren

anthelmintics

(astringent;antidiarrheics;

Stomachics)

antlpyretics;diuretics

lf fらrcooling
r
)

wp imedicine;food,Isp)ce

(carminatives;Stomachics;

antidiarrheics)

2㍊
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Thailocalname1 Plantname

tSOLANACEAE

Lam-pong 弓DaturametelLinn.

Tong-teng P匂′∫alisminimaLinn.

Ma-fai-duen~haiscoPariadulcisLinn.

ScopariasP.

Pe･ka

Ang-kab

Ya-dok-khao

Hua･khao-yen

Tan･ta･nod

254

BIGNONIACEAE El280i

ACANTHACEAE E-282

BarZeriasP.

(Barleria∫iamen∫i∫Craib?)

COMPOSITAE E-303

VeronicacinereaLess.

I.ILIAGEAE E_314L

Smilaxsp.

GRAM INEAE E-342

Bambu∫asP.(spinel

Bambu∫asp.(nospine)

Partused i Medicinaluses

L
(lf) .(poulticeforinflammation)

l

(fl) (antiasthmaagentsl

(se)

skinrash,andforfevers)

(oil-dermatologicagents)

(externaluses-anti-inAammatory

!agents)

wp remedy,forfaintandforbadblood

(ro) :(forrevers)

i(Yoa,十 gts.t:na霊 )

l

(se) .(weakcathartics)

lf remedyforcooling

ro :antlpyretics

l Sm

l

rO

PALMACEAE E-343i

1

(ro)

antlpyretics;diuretics

(Stomachics)

(freshlf-poulticeforwounds,

astrlngent;andforsoure-eyesl

anti-malariaagents

(foryaws,gonorrhoeaandskin

diseases)

forcancer

forfevers,tocoolthebody

temperature

forkillingwormsinchildren,
andcuringwound)

(againstthirsty)
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Thailocalname

Buk

Ut-ta-plt

Wan-chak一mot
･luk

Ob･cheuy･thai

Thao-k礼n-daeng

Pra-dong･lom

Pra･dong･sai

Plantname

ARACEAE E･352≦
AmorPhophaZZu∫campanuZazus l

Blume･

7)少honiumroxburghiZZSchott

T.lriZobazumSchott

ZINGIBERACEAE E･352

CurcumacomosaRoxb.

(rhl

Medicinaluses

(expectorants;oil-liniment

forwounds)

anti･in鮎mmatoryagents

(expectorants;oi】-forwounds)

bloodtonics;forthealmormality

ofuterus

(Poundedandfermentedwithspirits

tobeusedforladiestomaintain

theuterusaftergivingbirth)

(0riginalplant,unknown) 1 sm 1fragrantremedy

( " ) : sm (antipyretics;diこre-ti-cs

( // ) l sm 1dermatologicagents

Lok･khao

Lok･daeng

Ka-dan-ton

Xhi-non

Pung･cham

〝 ) 】 sm【

〝 ) 【 sm,ba

" ) F sm

･ - [

( 〝 )

SmSm

IIII

5

【

forfeversforfevers

remedyforfaint

antipyretics;diuretics

( 〝 ) ･ sm,ba

Phak･khom-him ㌔ ( 〝

La-one-pra･bartF( //

Wp

antipyretics;diuretics

forstimulatingthemammary

glandtosecretemilk

forrevers

255


